
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、

健
全
財
政
を
堅
持
し
た
20
年

政
策
課　
　
２
２
９
ー
３
１
０
１　
　
２
２
９
ー
３
３
３
０

　
津
市
が
合
併
し
た
平
成
17
年
度
生
ま
れ
の
若
者
た
ち

が
、
津
市
と
同
じ
く
20
歳
を
迎
え
ま
し
た
。
１
月
11
日

に
開
催
の
「
令
和
８
年
津
市
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
の
実

行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
、
ふ
る
さ
と
津
市
の
魅
力
や
未

来
の
目
標
・
抱
負
を
聞
き
ま
し
た
♪

①
津
市
の
好
き
な
と
こ
ろ

②
20
年
後
、
こ
ん
な
津
市
に
な
っ
て
ほ
し
い

③
20
年
後
、
こ
ん
な
自
分
で
あ
り
た
い

も
り

　
新
津
市
は
、
旧
市
町
村
か
ら
９

８
３
億
円
も
の
負
債
を
引
き
継

ぎ
、
そ
の
返
済
に
初
年
度
だ
け
で

も
１
２
５
億
円
が
必
要
と
い
う
非

常
に
厳
し
い
状
況
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
財
政
の
立
て
直
し
が
急

が
れ
る
中
、
組
織
の
最
適
化
と
人

件
費
削
減
の
た
め
、
正
規
職
員
数

を
合
併
前
の
３
１
１
９
人
か
ら
平

成
25
年
度
末
に
は
２
５
０
０
人
ま

で
減
ら
し
、
年
間
約
48
億
円
を
削

減
。
業
務
の
合
理
化
な
ど
行
財
政

改
革
に
よ
る
地
道
な
経
費
削
減
を

継
続
し
、
引
き
継
い
だ
負
債
は
、

令
和
７
年
度
末
に
は
６
億
円
台
に

ま
で
減
ら
せ
る
見
通
し
が
立
っ
て

い
ま
す
。

　
財
政
基
盤
を
整
え
る
一
方
で
、

必
要
な
事
業
の
展
開
に
活
用
し
た

の
が
、
合
併
し
た
自
治
体
が
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
実
施
す

る
事
業
の
財
源
と
し
て
国
か
ら
借

り
入
れ
が
認
め
ら
れ
る
合
併
特
例

事
業
債(

以
下
「
特
例
債
」)

で
す
。

こ
れ
は
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ

で
、
元
利
償
還
金
の
約
７
割
を
国

が
負
担
す
る
と
て
も
有
利
な
財
源

で
す
。
合
併
す
る
市
町
村
数
な
ど

に
応
じ
て
発
行
可
能
額
が
大
き
く

な
る
た
め
、
津
市
の
発
行
限
度
額

は
、
全
国
有
数
規
模
と
な
る
約
７

１
０
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
時
の
津
市
は
健
全
財
政
の
維

持
が
最
優
先
だ
っ
た
た
め
、
発
行

額
を
約
５
０
０
億
円
に
抑
え
る
こ

と
と
し
、
そ
の
財
源
を
活
用
し

て
、
上
浜
元
町
線
な
ど
旧
市
町
村

を
結
ぶ
道
路
や
、
斎
場
い
つ
く
し

み
の
杜
、
中
央
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
当
初
、
合
併
後
10
年
と
さ
れ
て

い
た
特
例
債
の
発
行
期
間
は
、
そ

の
後
の
法
改
正
で
５
年
延
長
さ
れ

ま
し
た
。
津
市
は
借
入
期
間
を
10

年
に
設
定
し
て
お
り
、
早
い
時
期
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H18

※返済額の全額が地方交付税で措置される臨時財政対策債等を除く
R6

983億円

467億円

市債借入残高の推移
※

H18 R５

※ 借入金の返済額の大きさを財政規模に対する割合で表したもの。
　 数字が小さいほど財政負担が少ない

大幅に改善 !

５.２％

実質公債費比率
※　 　

・
・・

・・
・

大津市　　 -0.4％

大阪市　　  0.9％

佐賀市　　  2.4％

岐阜市　　  2.5％

札幌市　　  2.9％

千葉市　　10.7％

青森市　　11.3％

京都市　　11.8％

新潟市　　12.1％

高知市　　12.9％

津　市　　  5.2％

15.9％

１位

２位 大阪市　　  0.9％

３位 佐賀市　　  2.4％

４位 岐阜市　　  2.5％

５位 札幌市　　  2.9％

42 位 千葉市　　10.7％

43 位 青森市　　11.3％

44 位 京都市　　11.8％

45 位 新潟市　　12.1％

46 位 高知市　　12.9％

11 位

実質公債費比率(令和５年度)

に
借
り
た
分
の
返
済
が
完
了
し
つ

つ
あ
っ
た
た
め
、
発
行
期
間
が
延

長
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
新
規
の

特
例
債
を
発
行
し
、
事
業
を
さ
ら

に
上
乗
せ
し
て
展
開
。
産
業
・
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
「
サ
オ
リ
ー

ナ
」(

現
：
日
硝
ハ
イ
ウ
エ
ー
ア

リ
ー
ナ)

や
久
居
ア
ル
ス
プ
ラ
ザ

の
建
設
、
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
な
ど
を
進
め
ま
し
た
。

　
そ
し
て
２
度
目
の
法
改
正
で
、

発
行
期
間
は
さ
ら
に
５
年
延
長
。

負
債
の
着
実
な
返
済
で
市
債
残
高

が
令
和
２
年
度
か
ら
減
少
し
て
い

た
津
市
は
、
延
長
期
間
で
あ
る
令

和
３
年
度
か
ら
の
５
年
間
に
、
残

り
の
発
行
枠
を
最
大
限
ま
で
活
用

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
最
後
の

５
年
間
で
は
、
こ
ど
も
園
の
増
設

や
小
中
学
校
校
舎
の
長
寿
命
化
改

修
、
消
防
署
の
整
備
や
消
防
車
両

の
更
新
な
ど
、
特
に
子
育
て
や
教

育
分
野
の
サ
ー
ビ
ス
拡
充
、
防
災

力
の
強
化
に
つ
な
が
る
事
業
を
優

先
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
津
市
は
、
発
行
可
能

上
限
額
７
１
０
億
円
の
特
例
債

を
、
20
年
か
け
て
最
大
限
活
用

し
、
多
く
の
事
業
を
展
開
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
例
債
の
活
用
に
よ
り

市
の
負
担
を
抑
え
て
き
た
結
果
、

財
政
の
健
全
性
を
示
す
実
質
公
債

費
比
率
は
、
合
併
直
後
の
15
・

９
％
か
ら
、
令
和
５
年
度
時
点
で

5.2
％
と
大
幅
に
改
善
し
、
全
国
の

県
庁
所
在
地
46
都
市
の
中
で
11
位

に
位
置
し
て
い
ま
す
。

通常分

合併特例事業債

令和８年１月号7



合併特例事業債を活用して実施した主な事業

学　校

※金額は合併特例事業債の活用額(令和７年度分の見込み額を含む)

芸濃こども園

北消防署北消防署

小中学校の大規模改修(９校)・
長寿命化等の改修(18校）・
増築(７校）

   

95.2 億円

エアコン整備(1134教室)

27.9 億円

中央学校給食センターの建設

13.5 億円

こども

放課後児童クラブの整備
(18施設)

4.1 億円

認定こども園の整備(４園)

16.7 億円

スポーツ・文化

久居アルス
プラザの整備

44.8 億円

市民テニスコートの整備

11.5 億円

防災・消防

消防署(２署)・
分署(４署）などの整備

23.9 億円

防災物流施設の整備

3.9 億円

環境・斎場 インフラ

上浜元町線の整備
(道路の新設・改良)

11.7 億円

半田久居線・雲出野田線の
整備(道路の新設・改良)

1５.０億円

道の駅 津かわげの整備

2.1 億円

新斎場
いつくしみの杜の整備

21.６億円

新最終処分場・
リサイクルセンターの整備

75.6 億円

コミュニティ

津南防災コミュニティ
センターの整備

2.1 億円

新町会館の整備

2.8 億円

長寿命化改修
事業を行った
東橋内中学校

津みどりの森
こども園

710億円

産業・スポーツセンターの
整備

139.7 億円

もり

8令和８年１月号

積
み
重
ね
た
20
年
の
先
へ

桜並木

大屋根

ぐるっとロード

築山

キッチンカー

駐車場

木陰

パークセンター

デビューゾーン
わいわいゾーン

じゃぶじゃぶゾーン
プレーパークゾーン

　
特
例
債
は
令
和
７
年
度
で
発
行

期
限
を
迎
え
ま
す
。
津
市
は
、
こ

れ
を
見
据
え
て
他
の
財
源
を
確
保

し
、
国
の
補
助
金
等
を
活
用
し

て
、
大
谷
踏
切
の
拡
幅
や
津
興
橋

の
架
け
替
え
と
い
っ
た
大
規
模
な

整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
同
じ
く
今
年
度
、
さ
ら
な
る
財

源
と
し
て
地
方
創
生
第
２
世
代
交

付
金
の
採
択
を
受
け
、
総
事
業
費

48
億
円
で
６
つ
の
事
業
が
ス
タ
ー

ト
。
そ
の
う
ち
18
億
円
を
投
じ
る

の
が
、
次
世
代
を
担
う
こ
ど
も
た

ち
の
た
め
の
公
園
づ
く
り
で
す
。

　
こ
の
公
園
づ
く
り
は
、
「
こ
ど

も
ま
ん
な
か
社
会
実
現
会
議
」
を

開
催
し
、
子
育
て
当
事
者
の
皆
さ

ん
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら

進
め
て
い
ま
す
。
市
民
の
声
を
見

え
る
化
し
、
在
り
た
い
未
来
を
共

に
創
る
。
こ
の
市
民
参
画
を
促
す

新
た
な
ス
タ
イ
ル
は
、
他
の
分
野

で
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
で
あ
る
大
門
・
丸

之
内
地
区
は
、
多
様
な
関
係
者
で

設
立
し
た
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
主
体
と
な
っ
て
官
民

一
体
で
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
て

お
り
、
公
園
を
利
用
し
た
社
会
実

験
や
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
導
入
実

験
を
重
ね
な
が
ら
、
新
し
い
人
の

動
き
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
津

駅
西
口
駅
前
広
場
の
整
備
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
４
回
の
意
見
募
集
を

行
い
、
全
部
で
７
３
６
件
も
の
前

向
き
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
皆
さ
ん
の
声
を
反
映

さ
せ
、
昨
年
７
月
、
津
駅
周
辺
の

基
盤
整
備
に
つ
い
て
の
方
向
性

(

ビ
ジ
ョ
ン)

を
策
定
。
こ
れ
を
踏

ま
え
、
国
・
県
・
市
が
連
携
し
た

取
り
組
み
が
今
年
か
ら
さ
ら
に
加

速
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
８
年
は
津
市
に
と
っ
て
、

合
併
20
年
の
区
切
り
を
迎
え
、
新

し
い
章
が
始
ま
る
年
で
す
。
知
恵

を
し
ぼ
り
、
あ
ら
ゆ
る
財
源
を
活

用
し
な
が
ら
、
次
世
代
を
見
据
え

た
公
共
投
資
を
続
け
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
積
み
重
ね
た
20
年
の
、
そ
の

先
へ
。
こ
こ
か
ら
新
し
く
始
ま

る
「
私
た
ち
の
津
市
」
の
ス

ト
ー
リ
ー
に
、
ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

お
り
、
公
園
を
利
用
し
た
社
会
実

験
や
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
導
入
実

験
を
重
ね
な
が
ら
、
新
し
い
人
の

動
き
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
津

駅
西
口
駅
前
広
場
の
整
備
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
４
回
の
意
見
募
集
を

行
い
、
全
部
で
７
３
６
件
も
の
前

向
き
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
皆
さ
ん
の
声
を
反
映

さ
せ
、
昨
年
７
月
、
津
駅
周
辺
の

基
盤
整
備
に
つ
い
て
の
方
向
性

(

ビ
ジ
ョ
ン)

を
策
定
。
こ
れ
を
踏

ま
え
、
国
・
県
・
市
が
連
携
し
た

取
り
組
み
が
今
年
か
ら
さ
ら
に
加

速
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
８
年
は
津
市
に
と
っ
て
、

合
併
20
年
の
区
切
り
を
迎
え
、
新

し
い
章
が
始
ま
る
年
で
す
。
知
恵

を
し
ぼ
り
、
あ
ら
ゆ
る
財
源
を
活

用
し
な
が
ら
、
次
世
代
を
見
据
え

た
公
共
投
資
を
続
け
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
積
み
重
ね
た
20
年
の
、
そ
の

先
へ
。
こ
こ
か
ら
新
し
く
始
ま

る
「
私
た
ち
の
津
市
」
の
ス

ト
ー
リ
ー
に
、
ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

約50年ぶりの駅前再編に向けた可能性を追求。
久居中央スポーツ公園の整備イメージ。
こどもも大人も一緒に考えました。

ペデストリアンデッキ

広　場

交通ターミナル

官民連携による複合建築物
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